
１．一般社団法人移行に伴う定款の追加変更 

 

新公益法人制度に対応して，本会では，次の通り一般社団法人への移行を申請中です。 

 平成 20年 12月 22日  臨時総会にて一般社団法人への移行および定款変更の案を決議 
 平成 21年 1月 15日 一般社団法人への移行申請 
 平成 21年 4月 行政庁からの指摘等により申請内容の見直し修正 
 平成 21年 5月 29日 第 53回通常総会にて定款変更の案の追加変更を決議 

平成 21年 5月 29日開催の第 53回通常総会以降も，引続き，行政庁からの指摘等により申請内容
の見直し修正を行っているところですが，このうち定款変更の案にも，再度の追加変更が生じたため

本臨時総会でのご承認をお願いいたします。 

なお，行政庁からの指導は現在も継続しており，若干の表現修正等の軽微な変更については理事会

に一任することも含めて，ご承認をお願いいたします。 

今回の定款の追加変更の要点は，次の通りです。詳細は p.3～p.18をご参照ください。 

（1）第 5条，9条，12 条，14 条，15 条，17 条～21 条，24 条，28 条，47 条，48 条，附則 

  「社員」を実際の呼称である「代表会員」に修正。 

（2）第 13 条 1 項 

 8 号は、総会の目的事項を決定する単なるプロセスであり、不要なため削除。 

（3）第 14 条～16 条，22 条，24 条～26 条，34 条～36 条，41 条，44 条，45 条 

  「代表理事」を実際の呼称である「会長」「副会長」に修正。 

（4）第 19 条 2 項 

  第 13 条の整理にあわせて削除（前回の修正漏れ分）。 

（5）第 25 条 5 項 

  不要な表現を削除。 

（6）第 33 条 2 項 

  法人法に規定される事項であり、特に定款に記載する必要のないことから削除。 

（7）第 38 条 1 項 

  正しい表現でないため削除。 

 

（8）第 38 条 3 項 

  特段に規定する必要を認めないため削除。 

（9）第 49 条 

  法人法の規定内容を正しく踏まえた表現に修正。 

（10）附則 1，2，3 

  漏れていた表記「第」を 3箇所追加。   



（11）附則 4 

  法律で規定されている事項であり、特に定款に記載する必要のないことから削除。 

（12）附則 5 

  不要な表現のため削除。 

 

以上 


















